
回転体にも装着できる超小型実働ひずみ頻度計測装置の開発
概　　要：
変動するひずみ（図 1）をリアルタイムで処理して記録する世界最小の超小型ひずみ頻度計測装置（図 3）を開発した．
ひずみ履歴の分解はレインフロー法 1）－ 3）（図 2）によって行う．1チャンネル型（ミニレインフローコーダー，Mini
Rainflow Corder，MRC）4)と 4チャンネル型（MRC-4C）がある．MRC-4Cは CPUを 2個搭載し，ICに書き込んだレイ
ンフローアルゴリズム 3)によって時々刻々変動するひずみ波形の中から閉じたヒステリシスループを形成するひずみ幅の
頻度をカウントしていく．

特徴（4チャンネル型ミニレインフローコーダー，MRC-4C）：
1.  最大ひずみ範囲　7000 × 10－6

2.  4点同時測定
3.  自動ブリッジバランス機能
4.  単 3電池による長時間連続測定可能（約 9時間）
5.  ノート型パソコンにひずみ値と頻度をダウンロード

主な仕様：
計測可能チャンネル数 4
装置全体寸法 縦 146 × 横 121 × 高さ 31(mm)
装 置 重 量 360g（バッテリー含まず）
計測可能ひずみ周期 (frequency) 150Hz
電　　　　源 DC12V
ブリッジ電圧 2.0V
対象ゲージ 120Ω
使用温湿度範囲 0～ 50℃

85％ R·H以下（但し結露なきこと）
対応ひずみ範囲 0～ 7000 × 10 － 6

256ステップ分解表示
（分解能 1ステップ 27× 10 － 6）

外 部 出 力 RS232C
動 作 環 境 Windows95, 98

応　　用：
小型であるので，自動車用ホイールの回転機器にもスリップリングなど介さず直接装着して変動ひずみを計測することが可能である．

これまでの応用実績（図 4）は，自動車用ホイール，フォークリフト，鉄道車両，多量生産用金具，流力弾性振動を受ける柱，などの
疲労寿命評価がある．
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